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令和７年 第７回宮代町農業委員会総会会議録 

１．開催日時 ：令和７年７月 25日（金）15時 00分から 15時 30分 

 

２．開催場所  : 宮代町役場 202会議室 

 

３．委員出欠状況 

  

議席 氏名 出欠席 議席 氏名 出欠席 

１ 大島 悟 ○ ２ 金窪 実 〇 

３ 熊倉 豊 〇 ４ 岡村 宏一 ― 

５ 先﨑 敦子 ○ ６ 日下部 好克 〇 

７ 並木 孝之 〇 ８ 渡邉 繁 〇 

９ 島村 忠雄 ○ 10 関根 武男 〇 

11 深井 一郎 ○ 12 伊草 俊行 〇 

13 岡村 由紀江 〇 14 折原 正英 〇 

               

４．議事日程  

日程第１ 議事録署名委員の指名について 

日程第２ 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第３ 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第４ 報告事項 

 

５．農業委員会事務局職員 

事務局    

      産業観光課長            小川 英一郎 

産業観光課主幹           鈴木 功 

農地調整担当主査          友部 啓介 

農地調整担当主事          杉本 花英 

農地調整担当主事          阿久津 実里 
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６．会議の概要 

◎開 会 

 

(会長) 

皆様、こんにちは。 

総会につきましては効率よく進めたいと考えておりますので、皆様の御協力

をよろしくお願いいたします。 

本日の出席委員は、13 名でございます。欠席委員は、１名です。定足数に達

しておりますので、これより令和７年第７回農業委員会総会を開会いたします。 

日程第１の議事録署名委員の指名についてですが、「10番 関根武男委員」と 

「11番 深井一郎委員」を指名いたします。 

 

続きまして、日程第２・議案第 12号「農地法第３条の規定による許可申請に

ついて」を上程いたします。今月は２件案件がございます。 

それでは、１件目の案件について事務局説明お願い申し上げます。 

 

(事務局) 

それでは、１件目の案件について御説明いたします。 

申請地は、■■■■■の畑２筆で面積は合計 18.96 ㎡でございます。譲渡

人、譲受人ともに宮代町内にお住まいの方です。権利の移転形態は、「所有権

移転」です。詳細につきましては、お手元の議案書及びモニターを御覧くだ

さい。 

それでは、本申請の経緯について御説明いたします。 

申請人は現在、申請地２筆に隣接する■■■■■■■■及び■■■■■の

土地を所有しており、耕作の利便性を図り農地を集約化していくため、双方

話し合いの結果、今回の申請に至ったとのことです。 

農地を耕作農地として譲り渡すことから、本件は「農地法第３条の規定に

よる許可申請」に該当いたします。 

申請地の位置ですが、案内図を御覧ください。■■■■■■■に位置して

います。公図で見ますと、このような形となります。 

現況写真はこちらです。譲受人の作付計画によりますと、農地の取得後、

さつまいもなどの野菜を作付けする計画となっております。 

申請地の現況につきましては、以上です。 

次に、譲受人の耕作状況について御確認頂きます。譲受人の経営農地は、

宮代町内に５筆、総面積は 1,239㎡になります。 

事前に事務局において、耕作農地の全てについて調査を行い、現況を確認
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しておりますが、皆さまにも現在の耕作状況について、御確認していただき

ます。 

 

（現状の確認） 

 

譲受人の耕作地の説明は以上となります。 

最後に、農地法第３条第２項に基づく判断基準４点と照らし合わせて、本

案件の許可の審議をお願いいたします。 

基準の１点目は、「全部効率利用要件」です。これは経営している農地を全

て効率的に利用し、耕作しているか否かという判断基準となります。 

今回の譲受人について、農業機械や労働力・技術が十分であるかどうかの

視点で判断する必要があります。申請書においては「トラクター」を１台所

有しており、本人および世帯員が耕作する旨の記載がありました。 

２点目は、「農作業常時従事要件」です。こちらは譲受人又は世帯員が農業

経営に必要な農作業に常時従事する必要があるというもので、年間 150 日以

上働いているか否かが判断基準となります。今回の場合は、世帯主である譲

受人本人が農業従事者として農家基本台帳に登録されており、本人が年間 120

日、世帯員が 31日従事と記載されておりました。 

通常、「年間 150日以上耕作に必要な農作業に従事すること」が一般的では

ありますが、申請者の取得予定面積が少ないため、必要十分な農作業従事日

数は確保し得ると考えます。 

３点目は、「農地所有適格法人の要件」についてですが、該当はございませ

ん。 

４点目は、「地域との調和要件」でございます。この要件につきましても、

地域での取り組みを遵守するとのことから、特に問題ないと考えます。 

以上の観点から、農地法第３条第２項の各号の許可要件を全て満たしてい

るものと考えます。 

以上で説明を終了させていただきます。御審議の程、よろしくお願いしま

す。 

 

(会長) 

 それではこの件について御審議お願い申し上げます。 

 

(■番 ■■■委員) 

 先ほど事務局・会長・■■委員と現場を確認しました。事務局の説明通り問

題ないと思います。御審議の程よろしくお願いします。 
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(会長) 

他に御意見ありますでしょうか。 

御意見ないようでございます。この件に関しまして、「やむを得ない」として

よろしいでしょうか。賛成の方は挙手をお願い申し上げます。 

 

＜全員挙手＞ 

 

(会長) 

「挙手全員」ということで、この件については「やむを得ない」とすること

といたします。 

 

（会長） 

続きまして、２件目の案件について事務局説明お願いいたします。 

 

(事務局) 

それでは、２件目の案件について御説明いたします。 

申請地は、■■■■■の畑１筆で面積は 410 ㎡でございます。譲渡人、譲

受人ともに宮代町内にお住まいの方です。権利の移転形態は、「所有権移転」

です。詳細につきましては、お手元の議案書及びモニターを御覧ください。 

それでは本申請の御説明をいたします。 

本申請地は、以前から譲受人が管理耕作を行っており、今後も引き続き管

理を継続していく予定であることから双方話し合いの結果今回の申請に至っ

たとのことです。 

申請地の位置ですが、案内図を御覧ください。■■■■■■■■に位置し

ています。公図で見ますと、このような形となります。 

現況写真はこちらです。譲受人の作付計画によりますと、農地の取得後、

田んぼでは水稲、畑では大豆やほうれん草・トマトなどの野菜を作付けする

計画となっております。 

申請地の現況につきましては、以上です。 

次に、譲受人の耕作状況について御確認頂きます。譲受人の経営農地は、

宮代町内に９筆、総面積は 4,954㎡になります。 

事前に事務局において、耕作農地の全てについて調査を行い、現況を確認

しておりますが、皆さまにも現在の耕作状況について、御確認していただき

ます。 
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（現状の確認） 

譲受人の耕作地の説明は以上となります。 

最後に、農地法第３条第２項に基づく判断基準４点と照らし合わせて、本

案件の許可の審議をお願いいたします。 

基準の１点目は、「全部効率利用要件」です。申請書には「トラクター」を

１台、「田植え機」を１台、「コンバイン」を１台、「乾燥機」を１台、「農用

自動車」を１台所有していると記載がありました。 

２点目は、「農作業常時従事要件」です。今回の場合は、世帯主である譲受

人本人が農業従事者として農家基本台帳に登録されており、本人が年間 250

日、世帯員がそれぞれ 100日、300日従事と記載されておりました。 

３点目は、「農地所有適格法人の要件」についてですが、該当はございませ

ん。 

４点目は、「地域との調和要件」でございます。この要件につきましても、

地域での取り組みを遵守するとのことから、特に問題ないと考えます。 

以上の観点から、農地法第３条第２項の各号の許可要件を全て満たしてい

るものと考えます。 

以上で説明を終了させていただきます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

(会長) 

 それではこの件について御審議お願い申し上げます。 

 

(■番 ■■委員) 

 先ほど事務局・会長・■■■委員と現場を確認しました。事務局の説明通り

問題ないと思います。御審議の程よろしくお願いします。 

 

（■■番 ■■委員） 

 地元委員です。申請者の耕作地は問題ないと考えますので、ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

(会長) 

他に御意見ありますでしょうか。 

御意見ないようでございます。この件に関しまして、「やむを得ない」として

よろしいでしょうか。賛成の方は挙手をお願い申し上げます。 

 

＜全員挙手＞ 
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(会長) 

「挙手全員」ということで、この件については「やむを得ない」とすること

といたします。 

 

(会長) 

続きまして、日程第３・議案第 13 号「農地法第５条の規定による許可申

請について」を上程いたします。今月は２件案件がございます。 

それでは、1件目の案件について事務局説明お願い申し上げます。 

 

(事務局) 

それでは１件目の案件について御説明いたします。 

申請地は、■■■■■の畑１筆の一部で、面積は 344㎡のうち 0.61㎡を利

用する計画となっております。 

譲受人は宮代町外にお住まいの方です。譲渡人は宮代町内にお住まいの方

です。 

転用目的は「自己用住宅・道路後退用地」です。権利の種類については、「所

有権の設定」です。詳細につきましては、お手元の議案書及びモニターを御

覧ください。 

それでは、本申請の経緯について御説明いたします。事業計画者は、申請

地の隣地である宅地の所有者です。この度その建物が古くなったため、建て

替えを検討していましたが、現在の宅地に隣接している道が法定外道路であ

るために接道の要件を満たせず、建て替えが行えない状況となっています。

そのため、建て替えに伴い、接道を確保する目的で今回の申請に至ったとの

ことです。 

申請地の位置については、「案内図」、「位置図」を御覧ください。■■■■

■■■■■に位置しております。公図で見ますとこのような形になります。

隣接する農地が１筆ございますが、所有者より同意を得ているため問題はご

ざいません。 

続きまして、「土地利用計画図」を御覧ください。今回は既存宅地の敷地拡

張のため、新たな建築物はありません。赤枠部分が今回の申出地であり、青

枠部分の宅地の接道箇所として利用される計画です。 

現況についてはこちらの写真のとおりです。 

以上で説明を終了させていただきます。御審議の程、よろしくお願いしま

す。 
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（会長） 

それでは１件目の案件について御審議お願いいたします。 

 

(■番 ■■■委員) 

 先ほど事務局・会長・■■委員と現場を確認しました。事務局の説明通り問

題ないと思います。御審議の程よろしくお願いします。 

 

（会長） 

他に御意見ありますでしょうか。御意見ないようでございます。それでは１

件目の案件に関しまして、「やむを得ない」としてよろしいでしょうか。賛成の

方は挙手をお願いします。 

 

〈全員挙手〉 

 

(会長) 

 挙手全員とのことですので、この件については「やむを得ない」とすること

とします。 

 

（会長） 

 続きまして、２件目の案件について事務局説明をお願いします。 

 

（事務局） 

それでは２件目の案件について御説明いたします。 

申請地は、■■■■■■■■■の畑１筆で、面積は 211㎡でございます。 

譲受人、譲渡人ともに宮代町内にお住まいの方です。譲渡人は、譲受人の

父にあたります。 

転用目的は「自己用住宅」になります。権利の種類については、「所有権の

設定」になります。詳細につきましては、お手元の議案書及びモニターを御

覧ください。 

それでは、本申請の経緯について御説明いたします。譲受人は現在、宮代

町内の賃貸住宅に居住しておりますが、家が手狭になり、自己用住宅の建設

をきめたところ、父が所有していた今回の申請地を紹介され、譲受人の希望

に合った土地であったことから今回の申請に至ったとのことです。 

申請地の位置については、「案内図」、「位置図」を御覧ください。■■■■

■■■■に位置しております。公図で見ますとこのような形になります。 

続きまして、「土地利用計画図」を御覧ください。 
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今回の申請地はこちらの赤枠部分です。隣地と接している部分については

被害防除作としてコンクリートブロックを設置する予定です。排水について

は合併浄化槽を経由し、道路側溝に放流する予定です。 

現況についてはこちらの写真のとおりです。 

以上で説明を終了させていただきます。御審議の程、よろしくお願いします。 

 

（会長） 

それでは２件目の案件について御審議願います。 

 

(■番 ■■委員) 

 先ほど事務局・会長・■■■委員と現場を確認しました。事務局の説明通り

問題ないと思います。御審議の程よろしくお願いします。 

 

（会長） 

他に御意見ありますでしょうか。 

無いようでございます。２件目の案件に関しまして、「やむを得ない」として

よろしいでしょうか。賛成の方は「挙手」をお願いいたします。 

 

＜ 全員挙手 ＞ 

 

全員挙手とのことですので、この件については「やむを得ない」とすることと

いたします。 

 

（会長） 

 続きまして、日程第４「報告事項」について、事務局説明願います。 

 

（事務局） 

続きまして、今回の報告事項について御説明させていただきます。 

今月は各種届出の締め日が７月 10日となっておりましたが、届出はございま

せんでした。以上でございます。 

 

（会長） 

以上をもちまして、令和７年第７回農業委員会総会における審議・報告案件

の全てを終了いたします。 

◎閉会 
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以上会議の顛末に相違ないことを証明するため署名する。 

 

  令和７年８月 25日 

 

 

         会  長                

 

 

         署名委員                

 

 

         署名委員                

 

 


